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北海道海区に於ける鯨角網漁業の研究

1.焼尻島 K於ける角網に就いて

川崎毅一・西山作蔵・中村秀男

〈漁業学教室〉

STUDIES ON THE HERRING FISHERY BY THE USE OF SQUARE-NETS 

IN THE SEA NEAR HOKKAlOO 

1. ON THE SQUARE-NE rs A T YAGISHIRI ISLAND OF HOKKAIOO 

.Giichi KAWASAKI，Sakuzo NISHIYAMAand Hideo NAKAMURA 

くFac叫tyof Fisheries，' Hokkaido Univ釘'Sity)

The distance from shore to the herring Square-Nets is from 180 to 270ken (828 to 4伺
metr国)and the difference of iωlength is trif1ing， since all body nets of the Square-Net 
are fixedin a single file. 

The meas町田1entsof body netare almost similar to tb伺eof fishing .grQund in Hokkaido. 
Hopping of NAKAGURUW A are 1回sthan thぼ捻 ofSHIRISHlDO and KAMISHI日).

The nets， NAKAGURUW A are slight1y stretched，釦.the friction between nets and bottom 
of舘 ais reduced. 

The length of leading nets is within a more narrow range くfrom100 to 160 IN!n than 

tho田 ofotl町 fishinggrounds in Hokkaido， so， the net mat，ぽialsto make a Square-Net 

are economically used. 

1.緒言

第1図本島に於ける角網敷設状況
本島は北緯 440-25/ • 東経 1410-24 1の地点に

あれ周閤約12kmのー小島で海岸娘一帯に漁

場が散在し遺演にして底質岩石多く且揮藻繁茂

し鯨の産卵洞滋には最も誼してい-O。漁期には

距岸約170-260kenの割合平坦な処に角網及び

刺網が敷設され-Oo

L相彩)

-:-239ー

本島に於け-O角網の操業統款を昭和18年-27

年迄調奈せしに大体50ケ統内外であ P毎年2-1>

ケ統のま曾械が見られ隣島の天売島に較べ約10ケ

統内外多い。街，本島年総漁獲高の70、80%を

占めミ3本漁業〈漁期:8-1>月〉の重要性は云う

までもない。

当教室に於い℃去る昭和26年来，本島の鯨角



網の調寮を続行して治り此の度，其の大綱を知る事が出来たので報告ナ。

本調奈に当り留萌支庁，焼尻鱒定置組合員各伎に対し拾に家心よ P感謝の意を表ナ.so

2.調査方法

昭和26年来，本島の角網敷設海区を四海区に分け卸ち、相彰海区，会所前海区，東浜揖区及び下影

海区とし此等四海区に敷設されてい-'5角網中，最も調奈しゃナいもの相影海区:2ケ統，会所前海区

: 2ケ統，東浜海区 8ケ統，下影海区 8ケ統，計10ケ統のものに就き調奈し，且敷設状況及び構

成上の点守本道の稚内海区、余市梅区の所謂，北方穂区2甫方海区と比臨して見た。

3.調査結果

(1) 沖間間数〈原標よ P中車輪突迄〉
之は余市，増毛海区と桑D長短の差割合小さし 190-3SOkenを範囲とし中でも180-270k，回が多

〈、且隣の建場迄の間隔は1冊、2oOkenを範囲とナ。

増毛海区:70-280ken ;余市海区 :1d-810ken

(2) 身網の部

'A) 口前水深友びロ前の長さ

之は7-14k，聞を範囲とし中でも10-12kenが多く之は余市，稚内海区と同様であり増毛溝区の如き

大差は見られ-!"且口前は8-2kenを範囲とす。

稚内梅区:1O-17ken ; :増毛種区:o-16k，回;余市帯区:6-9ken 

B) 沖，丘側の畏さ

沖側で2o.....88ken丘側は沖側と同長のもの或は之より1-2ken短ぐしている処もあり此の点士宮毛，

余市樺区と変りなく本島に於いては丘側の方が1-2ken短くし身網を少しく梯形にしているのが約伺

ガであ.Q。

Cう身柄の巾

8-14kenの範囲で中でも10-12kenのものが多い。

品Lとの身網調茶結果から敷設水深を標準とし本島鯨角網の大きさく身網の対側の長さ〉及び垣網の

犬きさく垣網の長さ〉との関係を見るに第2図，第8図の如く敷設水深の増ナに従い身網及び垣網の

犬きさが増す慣向があれ之は漁場の地文的条件に大差の友い事を示し℃いる。
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第 8 図

開，本島の身網のフたきさは本遣の他地区と異P余P大差君主く且之を構成してゐ-'5局部の賓材も全島
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一様であ忍。之を第1表に示ナ。

第 1表本島に於ける角網の身網及び角網及び垣網の資材及び使用法

局部の名総|材糾|太さ!目合|掛目|酬の方向l輔結
立 質量 綿糸却番手 10-時 !8M節 1∞目 縦 目 、外 0.1

尻支胴立揚 1/ 6句 9号 節叉は3寸目 1∞目 /1 外ー 0.4

尻支胴沖働j グ 6-.，.号 、8-9節 1∞目 横 目 外 0.4
中 車 販突〉 グ 6号 8節 1∞目 グ 外 0~4

上支胴沖側 1/ ‘6号 "8節 京)()目b グ 外 0.4

尻支胴丘側 グ 6-7号 8-9節 1∞目 1/ 外 0.5

尻 支 胴 敷 グ 8-盟号 S寸目 回目 S従 目 外0.47-0.5
中事 輸 敷 グ 8-四号 3寸目 回目 グ 外0，.28-0.3

上 支 胴 敷 1/ 6.... 7号 8節 50目 1/ 外 0.5

前 霊 網 1/ 7-1~ 3寸日 回目 縦目叉は横目 外 0.4

緑 i網〈立揚を除<) グ 15 .... 却号 3-4寸目 5-10目 横 目

垣 網 安委矯 日・210予~畿2$4本号合 H ・3-3.E5寸寸目 50-曲目 グ 外 0~4
""" 1"・4- 目 1/ 1/ 

く湿潤の掛目は水漢に依ち定む〉

a) 尻支胴立揚の部に於いて浮子方~を 2 寸 5 分自-8寸自を用い℃ゐる処が約15%が之は資材の

関係と見られる。

b) 中車輪〈突〉及び上支胴沖，丘側は本道各海区よ P少々大目を全島的に用いているり

の前霊網は本島に於いて殆んど切落式前零網を用いている。

d) 立揚は綻結外0.1で殆んど余裕のないものを用いている〈余市梅区:外0.3)。

e) 上支胴狩側は粧結外0.4を入れ余市、増毛樺区より少い〈余市，増毛瀧区:外0.5)。

f) 中車輪敷の締結外0.28-0.3喜子入れ他の敷よ P少い〈稚内、余市梅区:外0.4-0.5)。

〈的手網の郁〈垣網〉

之は全島的に見て沖出間数に長短が余P見られで炉、自然，手網の長さも大差君主 <1∞.....160kenを用
いているは-8脇，各脇:仕立とり油，kenコ。之は稚内，増毛海区と異p手綱の畏短の差， 2-3脇く4{)-
60k回〉であT.全部，綿糸10-12号， 3寸自を用いている処もあれ又丘倒今分を実子縄4-5寸自

を用いている処もある〈本島に於いて全部綿糸を用いているのが60%)。稚内梅区:1同-8dOk佃;増

毛海区:90-2国ken;余市梅区:100-民)()ken

樹，身網及び手網の浮子，淳子網，共他，各浮標，土俵等に就いては本道各帯区と同様であP省略

ナる。

第2表は本島に於ける身網京び垣網の型網の使用資材を示ナ。

戎に本島に於いて敷設している角網の実例を示す。

第4図:建込図;第5図:展開図

T主If.本網の操業時の使用漁船

起舶:L.46尺 B.9尺5寸 D.2尺6寸 14-19人乗P
枠舶:L.46尺 B10尺 D.2尺9寸 3-4人乗P
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俵

符号| .g 草原 l糊及び所要関数
〈イXロ〉 尻支胴カモイ掛綱 M・随分径42受:選i
〈ハ〉 同 上 根 綱 M.R5分径 lOk 

(.::.) -マ トモ 掛 朝時 M.R5分径 25k 

〈ホ〉 同 上 根 網 M.R5分径 lOk 

疋へ〉 胴 渡 M.R5分径 13k 

一一
〈ト〉 身 鯛 繰越綱 M.随分径 41k 

くチXチ)'く〈チチy〉:: 垣身 網網 型型嗣綱 M.R随6分分径径 1曲k
M. 卯k

〈リXヌ〉 上支胴カモイ掛鯛 M.R5分径くリ)(ヌ)25k

〈ル〉 同 上 根 綱 M.R5分径 lOk 

くヲXヲ)'iヲ弘皇室関カスガヰ
害話;髭寵殺は

15k 
ヲ カスガヰ 15k 

〈ワXワ)'~ワV〉〉'::尻上支支崩且テ主主ポ 6k 
6k 

〈カ〉 盤網掛綱 20k 

〈ヨ〉 同 上 根 綱 問 上 15k 

勺政調;珊六議

土び及綱種各第2表図
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第 5図展開図
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第 8表角網各局部の使用間数

;符号|名

[(D)I中車輪突|グ I61 81グ 116.51 6.5 1グ|グ 1107.S

(e)竺己主|主lZ|二2lfl主13

にk

1-2脇| グ 112 13寸目lグ
ー』ーーーーーー一一一一1--1--1--1ーーー.......1--1ーーーーーーーーー叶ーーー司ー『一一一-，.一一一一一一一l

(1 )1 グ 3脇|賀子鋼ih骨15寸圃iグ l グ 2.5 Iグ|グ 制1

トくM)縁

4脇以後水深=応ジテ仕立ル学反~7誠ジテヰル

網伽1~-:~;~5-~1 立場を除〈



4.総括

与しと本島に於いて敷設され忍角網を本遭各海区のものと共の敷設状況及び構造止の点を総合比較し

て見~に

1) 本島の角網の持出間款は主とし'"'C180-.1170 kenで本道各海区の如き漁場の地文に依る長短の差

僅少であP従って各身網が殆んどー列に敷設され沖出問教に依る魚道の遮断及び乗網寧に大差君主い。

.11) 身網の犬きさは全島的に見て大差主主く本遺各海区と同様である。

8) 全島的に見て，中車輪敷の締結を尻支胴及びよ支腕敷よ P少〈し創中車輪敷を少々張り気味と

し海底との摩擦を除い℃い~o

的手網は1∞-160加 1を範囲とし，且前遠の如く身網の大きさ全島一様の議，本島の角網ーケ統
を構成ナる各局部の所要資材には大差君主く此の点，本選各梅区の如く手網の長短甚しい海区と異り構

成資材の厨に於い℃非常に経済的と見られ~o

文献

(1)北海道漁具親夜〈定置漁具之都).北梅遣水産試験場，昭和1.11年

〈幻宮本秀明:定置漁網論，昭和.119年
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